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私
は
県
南
の
羽
後
町
で
中
学
校
教
諭

を
し
て
い
る
者
で
す
。
中
学
校
で
歴
史

の
授
業
を
し
て
い
る
と
、
ど
う
に
か
し

て
郷
土
の
資
料
を
教
材
化
で
き
な
い
も

の
か
と
よ
く
考
え
ま
す
。
し
か
し
資
料

に
制
約
が
あ
り
、
な
か
な
か
で
き
な
い

の
が
実
情
で
す
。
そ
う
し
た
時
に
、
ま

ず
も
の
を
い
う
の
が
資
料
に
関
す
る
情

報
で
す
。

平
成
六
年
に
は
戦
国
期
の
歴
史
の
授

業
で
、
地
域
資
料
の
教
材
化
を
構
想
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
時
々
公
文
書
館

ヘ

足
を
運
び
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
原
本

に
近
い
資
料
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
の
で
、
「
秋
田
藩
家
蔵
文

書
」
や

「諸
士
系
図
」
等
の
複
製
資
料

（
コ
ピ
ー
本
）
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る

こ
と
は
好
都
合
で
し
た
。
ま
た
公
文
書

館
の
施
設
を
見
学
し
た
際
に
、
仕
事
内

容
の
説
明
を
受
け
、
非
常
に
多
岐
に
わ

た

っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
認
識
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
地
方
に

住
み
小
中
学
校
現
場
に
い
る
者
の
視
点

か
ら
、
若
干
の
感
想

。
希
望
を
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

前
述
の
と
お
り
、
情
報
を
得
る
こ
と

は
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
が
、
地
方

に
住
む
者
が
秋
田
市
ま
で
た
び
た
び
出

て
く
る
こ
と
は
、
難
し
い
と
い
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
近
年
各
市
町
村
に
は
、

歴
史
資
料
館
や
博
物
館
が
続
々
と
開
館

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
公
文
書
館
と
そ

う
し
た
施
設
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

進
め
、
地
方
に
い
て
も
公
文
書
館
所
蔵

資
料
の
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て
、
館
蔵

資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
地
の
資
料
館

所
蔵
資
料
の
情
報
の
発
信
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

次

に
、
小
中
学
校

の
現
場

で
は
必
ず

し
も
歴
史
を
専
門
と
す
る
者
が
授
業
を

行

っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
ご
と
に
整
理
さ
れ
た
総
合
目
録
が

あ
れ
ば
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。
県
史

が
あ
り
、
各
市
町
村
史
も
充
実
し
て
き

て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
公
文
書
館

の
資
料
群
に
は
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

も
の
が
多
数
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
公
文
書
館
の
存
在
が
広
く

知
ら
れ
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

小
中
学
校
に
も

「
公
文
書
館
だ
よ
り
」

を
配
布
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
自
身
多
少
な
り
と
も
中

世
の
歴
史
研
究
に
興
味
を
持

っ
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
付
言
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
中
世
は
伝
来
文
書
数
が

限
ら
れ
て
お
り
、
「秋
田
藩
家
蔵
文
書
」

な
ど
の
文
書
は
、
特
に
そ
の
伝
来
過
程

を
明
ら
か
に
し
、
伝
来
し
た
文
書
が
本

来
の
文
書
群
の
ど
の
部
分
か
を
復
元
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
文
書
を
的
確
に
使

え
る
し
解
釈
の
幅
も
広
が
る
と
思
い
ま

す
Ｄ
「
た
よ
り
」
第
二
号
で
、
公
文
書

館
職
員
伊
藤
勝
美
氏
も
述
べ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
伝
来
し
て
き
た
文
書
群
の

歴
史
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と

い
う
視
点
で
文
書
の
再
整
理
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

公
文
書
館
の
文
書
群
の
歴
史
的
性
格
が
、

一
般
利
用
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
示
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

以
上
私
が
述
べ
た
こ
と
は
、
も
う
す

で
に
視
野
に
入
れ
て
進
行
中
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
仕
事
は
、
限
ら

れ
た
人
員
で
進
め
る
に
は
厳
し
い
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
も

必
要
で
す
。
し
か
し
、　
一
利
用
者
と
し

て
の
期
待
を
こ
め
て
、
あ
え
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（羽
後
町
立
羽
後
中
学
校
教
諭
）

地
方
教
育
現
場
の
観
点
か
ら

地域教材による授業実践
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今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
国
立
公
文

書
館
の
内
閣
文
庫
の

「
秋
田
県
史
料
」

四
二
冊
を

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
、

印
画
紙
焼
き
付
け
し
た
写
真
帳
を
閲
覧

室
に
備
え
た
。
明
治
初
期
の
秋
田
県
の

歴
史
を
知
る
上
で
広
く
利
用
を
す
す
め

た
い
史
料
な
の
で
紹
介
し
た
い
。

内
閣
文
庫
の

「
府
県
史
料
」
と
総
称

さ
れ
る
史
料
に
含
ま
れ
、
秋
田
県
分
は

「
秋
田
県
史
料
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。

正
確
に
は

「
秋
田
県
史
稿
」
と
い
う
。

明
治
政
府
が
国
史
の
編
さ
ん
を
計
画
し
、

明
治
七
年
十

一
月
、
太
政
官
達
に
よ

っ

て
各
府
県
の
歴
史
の
提
出
を
命
じ
て
以

降
、
毎
年
県
か
ら
国
に
進
達
さ
れ
た
県

の
歴
史
の
稿
本
全
冊
で
あ
る
。
本
館
に

は
そ
の
副
本

（
一
部
欠
）
が
あ
る
。

明
治
四
年
か
ら
十
六
年
ま
で
の
県
の

施
策
や
人
事
の
動
き
な
ど
を
正
確
に
記

述
し
て
い
る
の
で
、
他
県
で
は
市
町
村

史
の
編
さ
ん
に
よ
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

本
県
で
は
在
地
の
史
料
が
多
い
せ
い
か

あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
字
体
も

分
か
り
や
す
く
、
各
項
目
の
冒
頭
に
目

次
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
索
も
迅

速
に
で
き
る
。
明
治
初
期
の
県
政
の
基

本
史
料
で
あ
る
。
本
館
の
公
文
書
利
用

以
前
に
史
料
の

一
覧
を
勧
め
た
い
。

内
容
分
類
に
つ
い
て
い
え
ば
、
各
年

ご
と
に
政
治
部
、
制
度
部
、
付
録
部
に

大
き
く
三
分
し
、
各
部
ご
と
に
項
目
を

細
分
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
明
治
八
年

の
政
治
部
は
県
治
、
宅
地
、
勧
農
、
行

賞
、
賑
血
、
祭
典
、
戸
口
、
学
校

（病

院
、
種
痘
所
）
、
駅
逓
、
忠
孝
節
義
、

騒
擾
事
変
、
租
法
、
制
度
部
で
は
職
制

禁
令
、
禄
制
、
付
録
部
で
は
官
員
履
歴
、

雑
と
い
う
分
類
で
あ
る
。

こ
の
史
料
に
関
し
て
は
、
閲
覧
だ
け

で
な
く
コ
ピ
ー
も
可
能
で
あ
る
。

『
文
部
省
日
誌
』
に
つ
い
て

『文
部
省
日
誌
』
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
や
複
製
本
で
現
在
入
手
で
き
る
が
、

原
本
を
全
冊
所
蔵
し
て
い
る
内
閣
文
庫

を
除
け
ば
本
館
が
比
較
的
欠
本
の
な
い

原
本
所
蔵
施
設
で
あ
る
。

国
立
教
育
研
究
所
か
ら

『
文
部
省
日

誌
総
目
録
』
が

一
九
七
六
年
に
出
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
解
題
を
担
当
し
た
佐

藤
秀
夫
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
初
三

部
、
そ
の
後
各
県

一
〇
部
程
度
配
布
さ

れ
た
も
の
で
、
県
庁
の
教
育
政
策
を
担

当
し
た
課
の
吏
員
が
教
育
行
政
の
参
考

資
料
と
し
て
閲
覧

・
使
用
し
た
に
す
ぎ

ず
、　
一
般
的
に
利
用
で
き
る
史
料
で
は

な
か

っ
た
と
い
う
。
多
く
は
行
政
文
書

中
に
紛
れ
、
利
用
価
値
が
な
く
な
る
と

と
も
に
廃
棄
さ
れ
た
り
、
散
逸
し
た
場

合
が
多
く
、
所
蔵
施
設
は
極
め
て
少
な

い
。
全
国
的
に
も

「十
指
に
も
満
た
な

い
程
度
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
全

一

九
二
号
の
う
ち
本
館
に
は

一
六
三
号
あ

る
。
と
く
に
発
行
部
数
も
少
な
い
明
治

五
、
六
年
分
は
全

一
九
号
の
う
ち

一
号

の
み
欠
本
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
分

が
揃

っ
て
い
る
の
は
本
県
の
み
で
あ
ろ

う
。こ
の
史
料
は
明
治
五
～
六
年
、
同
十

一
～
十
五
年
に
わ
た

っ
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
が
、
初
期
に
は
文
部
省
布
達
類
、

そ
の
後
教
育
制
度
の
施
行
上
、
各
府
県

文
部
省
の
教
育
行
政
に
関
す
る
伺

ｏ
照

会
と
文
部
省
の
指
令

・
回
答
を
収
め
た

も
の
で
、
学
制
期
か
ら
教
育
令
期
に
か

け
て
の
各
県
の
教
育
政
策
に
実
施
上
の

問
題
や
文
部
省
の
具
体
的
方
針
を
知
る

最
も
基
本
史
料
で
あ
る
。

洋
紙
で
印
刷
さ
れ
た
後
期
の
分
は
傷

み
も
あ
る
の
で
、
今
年
度
全
冊

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
た
。
近
い
将
来
は

複
製
物
で
の
閲
覧
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（公
文
書
課
　
一局
橋
　
　
務
）

「
秋
田
県
史
料
」
に
つ
い
て

閲覧室に並んだ写真帳
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国
目
付
関
係
史
料

国
日
付
は
江
戸
幕
府
が
諸
藩

へ
派
遣

し
た
監
察
役
人
で
あ
り
、
使
番
と
両
番

（書
院
番

・
小
性
組
）
か
ら

一
名
ず

つ

任
命
さ
れ
、
大
名
が
幼
少
で
家
督
を
相

続
し
た
ば
か
り
の
大
藩
を
中
心
に
派
遣

さ
れ
た
。
任
地
に
数
力
月
滞
在
し
て
、

「
家
中
分
限
帳
」
や

「
国
絵
図
」
な
ど

を
提
出
さ
せ
た
り
、
領
内
巡
見
を
行
う

な
ど
し
て
、
対
象
藩
の
実
情
把
握
に
つ

と
め
た
と
い
う

（『
国
史
大
辞
典
』

・

『
日
本
史
大
事
典
Ｌ
。

秋
田
藩
に
は
、
元
禄
十
六
年

（
一
七

〇
三
）

。
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）

。

文
政
四
年

（
一
八
二

一
）

・
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
の
四
回
派
遣
さ
れ
た
。

○
元
禄
十
六
年
の
国
日
付

元
禄
十
六
年
七
月
二
十
三
日
に
三
代

藩
主
義
処
が
死
去
、
四
代
義
格
は
十
歳

で
あ

っ
た
。
国
目
付
と
し
て
斎
藤
治
左

衛
門
と
戸
田
二
郎
兵
衛
が
派
遣
さ
れ
、

十
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
滞
在
し
た
。

主
な
関
係
資
料

。

「義
格
家
譜
」
上

。

「
国
典
類
抄
」

前
篇
賓
部
四
　
。
「大
館
御
城
下
絵
図

（県
Ｃ

一
八
九
）

○
宝
暦
九
年
の
国
目
付

宝
暦
八
年
二
月
十
八
日
に
七
代
義
明

が
死
去
、
八
代
義
敦
は
十

一
歳
で
あ

っ

た
。
安
西
彦
五
郎
元
維
と
建
部
荒
治
郎

広
般
が
派
遣
さ
れ
、
宝
暦
九
年
七
月
か

ら
十
二
月
ま
で
滞
在
し
た
。

主
な
関
係
資
料

。

「義
敦
公
譜
」
仁
　
。
「国
典
類
抄
」

後
篇
賓
部
十
二
～
十
九
　

。

「
（秋
田
）

御
城
下
絵
図
」
（県
Ｃ
五
九
九
）

。

「
大
館
城
下
絵
図
」
（県
Ｃ

一
九

一
）

○
文
政
四
年
の
国
目
付

文
化
十
二
年

（
一
八

一
五
）
七
月
八

日
に
九
代
義
和
が
死
去
、
十
代
義
厚
は

四
歳
で
あ

っ
た
。
文
政
四
年
、
丹
羽
五

左
衛
門
と
三
浦
甚
五
郎
が
派
遣
さ
れ
、

五
月
か
ら
十
月
ま
で
滞
在
し
た
。

主
な
関
係
資
料

。
「
義
厚
公
譜
」
丙
　
。

「御
国
目
付

御
下
向
記
録
」
（
ＡＳ
三

一
二
―
四

一
―

一
～
四
）
　

。
「
御
国
日
付
御
下
向
之

節

（中
略
）
御
留
守
居
関
口
半
八
田
中

伊
織
江
致
文
通
候
控
」
（県
Ａ

一
一
五
）

。
「
御
国
御
目
付
御
用
日
記
」

（
県
Ａ

一
三

一
―

一
～
三
）
　

。

「
秋
田
久
保

田
城
絵
図
」
（県
Ｃ

一
六
六
）

。

「秋
田
城
下
絵
図
」
（県
Ｃ

一
七
九
）

○
嘉
永
二
年
の
国
日
付

弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
九
月
九
日

に
十
代
義
厚
が
死
去
、
十

一
代
義
睦
は

八
歳
で
あ

っ
た
。
嘉
永
二
年
に
青
木
新

五
兵
衛
と
本
多
主
税
が
派
遣
さ
れ
、
閂

四
月
か
ら
十
月
ま
で
滞
在
し
た
。

主
な
関
係
資
料

。
「
御
国
目
付
御
下
向
御
取
扱
記
録
」

（ＡＳ
三

一
二
―
四

一
―
五
～
八
）

。

「
横
手
御
城
下
絵
図
」
（県
Ｃ
二
三
）

。

「
大
館
御
城
絵
図
」

（
県
Ｃ

一
九
五

―

一
、　
一
九
六
）
　

・
一
大
館
御
城
下

絵
図
」
（県
Ｃ

一
九
五
―
二
）

（古
文
書
課
　
伊
藤
　
勝
美
）
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「横手御城下絵図」(嘉永 2年 )
(県 C23)(144cm× 185cm)
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鶴
警
暉
額
蔵
凩
料
綺
難
躙

量量寅
秋
田
藩
に
保
管
さ
れ
て
い
た
古
文
書

類
の
う
ち
、
版
籍
奉
還

・
廃
藩
置
県
を

経
て

「
行
政
関
係
」
資
料
は
秋
田
県
に

引
き
継
が
れ
た
と
い
う
。
当
館
に
移
管

さ
れ
た
資
料
は
、
土
地
と
人
の
支
配
に

関
す
る
も
の
が
多
く
、
成
立
当
初
の
秋

田
県
に
と

っ
て
行
政
上
不
可
欠
の
資
料

で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

現
在
、
県
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ

・
Ｄ
に
大
別

し
て
閲
覧
に
供
し
て
い
る
が
、
個
々
の

資
料
の
関
連
を
調
査
し
な
が
ら
、
パ
ソ

コ
ン
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
検
討
し
、
目

録
作
成
作
業
を
進
め
て
い
る
。

○
県
Ａ

（主
に
簿
冊
）
の
概
要

領
地
に
関
す
る
も
の
と
し
て

「
黒
印

高
帳
」
（天
和
四
年

・
宝
永
二
年

・
享

保
十
四
年
）
、
「御
判
物
拝
受
之
次
第
」

な
ど
が
あ
る
。
特
に
領
境
に
関
す
る
も

の
と
し
て
は

「
南
部
津
軽
両
御
境
目
日

記
」
、
「亀
田

一
件
留
書
」
、
「藪
台
山
谷

地

一
件
記
録
」
、
国
目
付
に
関
す
る
も

の
と
し
て
は

「御
国
御
日
付
御
用
日
記
ヽ

国
絵
図
作
成
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は

「
正
保
三
年
出
羽
国
知
行
高
帳
」
（由
利

郡

。
最
上
郡

・
置
賜
郡
な
ど
）
、
「
御
絵

図
御
用
留
書
」
な
ど
が
あ
る
。

藩
士
の
系
譜
に
関
す
る
も
の
と
し
て

「土
屋
氏
文
書
写
」
、
「
近
進
並
以
下
庶

民
文
書
」
、
「
文
化
年
中
被
仰
渡
控
」
な

ど
が
あ
る
。
他
に
戊
辰
戦
争
に
関
す
る

「
軍
功
書
」
が
多
い
。

○
県
Ｂ

（主
に

一
紙
文
書
）
の
概
要

南
部

・
津
軽

・
亀
田

・
矢
島
領
と
の

境
に
関
し
て
秋
田
藩
と
相
互
に
交
わ
し

た
書
状
が
多
い
。
他
に
城
の
修
理
の
た

め
幕
府
と
交
わ
し
た
文
書
、
北
方
と
の

交
易
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。

藩
士
の
系
譜
に
関
す
る
も
の
と
し
て

は
、
元
禄

。
明
和

。
寛
政
期
に
そ
れ
ぞ

れ
提
出
し
た
系
譜

・
由
緒
書

・
伝
来
文

書
の
写
が
多
い
。
他
に
戊
辰
戦
争
に
関

す
る

「
軍
功
書
」
も
多
数
あ
る
。

○
県
Ｃ

（絵
図
）
の
概
要

国
絵
図
作
成
に
関
す
る
も
の
、
境
争

論
に
関
す
る
も
の
、
国
目
付
に
提
出
し

た
絵
図
の
控
な
ど
が
あ
る
。
特
に
享
保

十
三
年
の
町
絵
図
は
、
大
館

・
横
手
な

ど
領
内
の
重
要
都
市
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

他
に
松
前

。
箱
館
な
ど
北
方
の
絵
図
、

戊
辰
戦
争
に
関
す
る
絵
図
が
あ
る
。

〇
県
Ｄ

（公
文
書
課
か
ら
の
所
管
替

資
料
）
の
概
要

「御
評
定
所
日
記
」

。
「藩
庁
日
誌
」

な
ど
廃
藩
置
県
直
前
の
簿
冊
が
所
管
替

と
な

っ
た
。
「御
評
定
所
日
記
」

三
冊

は
、
県
Ａ
の

「
御
評
定
所
日
記
」
六
冊

と
相
互
補
完
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
「褒
賞
例
書
」
九
冊
は
秋
田
図
書

館
か
ら
移
管
さ
れ
た

「賞
之
部
」
の
う

ち
の
五
冊
と
合
わ
せ
る
と
、
本
来
の
ま

と
ま
り

（十
四
冊
）
に
な
る
。

（古
文
書
課
　
伊
藤
　
勝
美
）

文
化
十
二
年
七
月
、
九
代
藩
主
義
和

が
死
去
、
十
代
義
厚
は
四
歳
で
あ
っ
た
。

文
政
四
年

（義
厚
十
歳
）
五
月
、
丹
羽

五
左
衛
門
長
堅

（使
番
）
と
三
浦
甚
五

郎
正
通

（書
院
番
）
が
国
目
付
と
し
て

秋
田
領
内
に
入

っ
た
。
「
御
国
御
目
付

御
用
日
記
」
（県
Ａ

一
三

一
―
二
）
六

月
二
十
四
日
条
に
引
用
さ
れ
た
目
録
に

よ
れ
ば
、
秋
田

ｏ
大
館

・
横
手
の

「
三

城
絵
図
」
と

「
同
城
下
絵
図
」
、
「
国
絵

図
」
（秋
田
領
絵
図
）
、
「
野
州
之
内
領

地
絵
図
」
、
「
郷
村
石
付
帳
」
、

「
分
限

帳
」
が
提
出
さ
れ
た
。

表
紙
写
真
の

「
城
下
絵
図
」
は
、
こ

の
時
提
出
さ
れ
た
絵
図
の
控
で
あ

っ
た
。

上
級
家
臣
の
屋
敷
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、

国
目
付
関
係
資
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

平
成
七
年
度
よ
り
刊
行
開
始
の

「渋
江

和
光
日
記
」
を
読
み
進
め
る
上
で
も
参

考
資
料
と
な
ろ
う
。
ダ
イ
レ
ク
ト
プ
リ

ン
ト
方
式
に
よ
る
複
製
絵
図
を
作
成
し
、

利
用
者
の
便
宜
を
は
か

っ
て
い
る
。

な
お
宝
暦
九
年

の

「
城
下
絵
図
」

（県
Ｃ
五
九
九
）
は

『
日
本
の
市
街
古

図
』

（鹿
島
出
版
会
）
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

（古
文
書
課
　
伊
藤
　
勝
美
）

「御国御目付御用日記」 (県 A131-2)
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平
成
六
年
十
月
、
全
国
の
都
道
府
県

及
び
政
令
指
定
都
市
公
文
書
館

（当
時

二
七
館
）
に

「
公
文
書
の
閲
覧
制
限
に

つ
い
て
の
調
査
票
」
を
送
り
、
公
文
書

閲
覧
の
現
状
調
査
を
お
こ
な

っ
た
。

調
査
の
趣
旨
は
二
点
あ

っ
た
。
第

一

に
情
報
公
開
制
度
で
は
な
く
、
公
文
書

が
い
つ
の
時
点
で
自
由
な
閲
覧
が
で
き

る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
公
文
書
の

公
開
は
文
書
作
成
後
三
〇
年
と
い
う
閉

鎖
期
間
後
と
い
う
原
則
が

一
般
に
流
布

し
て
い
る
。
こ
の
原
則
と
実
際
の
公
開

の
進
捗
に
疑
間
が
生
じ
た
か
ら
で
、
他

館
の
実
情
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

第
二
に
公
開
に
あ
た

っ
て
個
人
情
報

の
保
護
を
ど
の
よ
う
に
扱

っ
て
い
る
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
本
館
所
蔵
公
文
書

を
点
検
す
る
中
で
士
族

・
平
民
な
ど
の

族
籍
、
戸
籍
、
履
歴
書
、
診
断
書
、
学

業
成
績
懲
戒
関
係
、
争
訟
関
係
、
個
人

の
経
済
状
況
な
ど
個
人
に
関
わ
る
情
報

を
多
分
に
含
ん
だ
文
書
が
多
数
あ
り
、

情
報
公
開
制
度
で
は
す
べ
て
非
公
開
と

す
る
文
書
で
あ
る
が
、　
一
定
の
閉
鎖
期

間
を
設
定
し
た
後
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ

う
に
取
扱
い
公
開
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
と
い
う
疑
間
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

質
問
票
の
回
答
は
二
六
館
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
。
情
報
公
開
制
度
で
の
み
閲
覧

さ
せ
て
い
る
館
も
あ

っ
た
の
で
、
二
四

館
か
ら
の
結
果
が
集
約
で
き
た
。

第

一
の
点
は

一
六
館
が
閉
鎖
期
間
三

〇
年
の
考
え
を
と

っ
て
い
る
。
独
自
の

閉
鎖
期
間
を
設
定
し
て
い
る
の
は
、
岐

阜
の
二
〇
年
、
京
都
二
五
年
、
鳥
取
四

〇
年
で
、
複
合
的
な
の
は
埼
玉
の
個
人

情
報
を
含
む
場
合
五
〇
年
と
い
う
例
で

あ
る
。
と
く
に
閉
鎖
期
間
は
も
う
け
な

い
と
い
う
館
も
あ
り
、
北
海
道

・
富
山

・

広
島

・
広
島
市
は
公
開
可
能
な
も
の
で

あ
れ
ば
迅
速
に
と
い
う
考
え
に
立

っ
て

い
る
と
い
え
る
。
公
開
前
提
の
文
書
し

か
な
い
福
島
の
場
合
も
あ
る
。

全
体
の
主
流
が
三
〇
年
原
則
を
踏
ま

え
た
公
開
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

実
際
的
公
開
も
こ
の
線
に
沿

っ
て
努
力

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
員
配
置
や

文
書
量
と
の
関
係
か
ら
や
や
公
開
が
遅

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

っ
た
。

本
県
も
三
〇
年
原
則
を
と
る
館
に
位

置
付
け
で
き
る
。
公
開
は
迅
速
に
と
い

う
姿
勢
を
も
ち
た
い
も
の
だ
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
予
想
以
上
に
公
文
書

館
の
仕
事
量
は
多
く
、
し
ば
ら
く
は
部

分
的
に
し
か
実
現
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
点
は
公
開
基
準
と
し
て
、
各

館
の
独
自
の
基
準
を
設
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
多
く
は
情
報
公
開
条
例
の
非

公
開
基
準
を
援
用
し
て
い
る
た
め
、
先

の
事
例
は

一
律
非
公
開
扱
い
で
あ
る
。

個
人
情
報
の
種
類
に
即
し
て
段
階
的
に

閉
鎖
期
間
を
公
開
を
決
め
て
い
る
の
は

北
海
道
で
、
埼
玉
の
個
人
情
報
五
〇
年

と
い
う
の
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
学
術

研
究
目
的
の
み
注
意
を
促
し
て
閲
覧
さ

せ
る
京
都
、
人
権
に
つ
い
て
の
配
慮
を

注
意
し
て
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
山
口
が

特
色
あ
る
館
で
あ
る
。

本
館
は
段
階
的
に
文
書
を
公
開
し
よ

う
と
人
権
保
護
の
た
め
の
公
開
内
部
基

準
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
情
報
公
開

制
度
と
同

一
で
は
閉
鎖
期
間
の
意
味
が

な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
手
探
り

状
態
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で
公

文
書
の
記
載
内
容
と
種
類
を
分
類
し
て

公
開
の
時
期
の
段
階
付
け
を
し
よ
う
と

見
直
し
作
業
に
入

っ
て
い
る
。
当
分
は

文
書
作
成
後
ま
た
は
生
後

一
二
〇
年
と

区
切

っ
て
公
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

全国の都道府県・政令指定都市の公文書館

(平成 8年 4月 1日現在)



資
料
保
存
施
設
を
た
ず
ね
て
―

一　
鹿
角
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室

一鹿
角
市
花
輪
字
中
花
輪

一
一
四
番
地

鹿
角
市
は
藩
政
期
に
は
南
部
領

（盛

岡
藩
）
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戊

辰
戦
争

・
廃
藩
置
県
、
さ
ら
に
は
所
属

県
の
改
称

・
再
編
を
経
て
、
明
治
四
年

十

一
月
に
秋
田
県
に
入
り
ま
し
た
。
昭

和
四
十
七
年
四
月
、
鹿
角
郡
の
う
ち
花

輪
町

・
尾
去
沢
町

・
八
幡
平
村

・
十
和

田
町
が
合
併
じ
、
現
在
の
鹿
角
市
が
成

立
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
に
市
史
編
さ
ん
事
務

局
が
発
足
、
市
内
外
の
関
係
資
料
の
調

査

。
収
集

（主
と
し
て
コ
ピ
ー
に
よ
る
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
六
年
二
月
ま

で
に

「市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
」
七
十
七

号
、
「
鹿
角
市
史
資
料
編
」
二
十
六
集
、

「
年
報
」
十
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
年
報
」
に
は
、
資
料
整
理
及
び
管

理
の
状
況
、
古
文
書
解
読
、
調
査
、
市

史
の
編
さ
ん
状
況
な
ど
が
詳
細
に
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
の
う

ち
、
収
集
資
料
の
整
理
さ
れ
た
様
子
を

写
真
で
紹
介
し
ま
し
た
。
解
読
済
み
の

資
料
に
は
、
背
表
紙
に
赤
い
印
が

つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

鹿
角
市
発
足
以
来
、
十

一
年
目
の
昭

和
五
十
七
年
十

一
月
に
は

『鹿
角
市
申
』

（通
史
編
）
第

一
巻
が
刊
行
さ
れ
、
平

成
五
年
十

一
月
に
は
通
史
編
三
巻

（全

五
冊
）
の
刊
行
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

『
鹿
角
市
史
』
第
四
巻

（民
俗
編
）

と
第
五
巻

（年
表
）
の
刊
行
に
向
け
了
＼

鹿
角
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室
の
精
力

的
な
活
動
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
ｃ

当
館
で
は
左
記
の
要
領
で
入
門
講
座

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ

方
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
主
と
し
て

当
館
所
蔵
の
近
世
文
書
を
使

っ
て
、
古

文
書
解
読
の
基
礎
的

・
基
本
的
こ
と
が

ら
に
つ
い
て
学
び
、
古
文
書
を
学
ぶ
楽

し
さ
や
意
義
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
歴
史
資
料
の
保
存
と

活
用
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

日
時
　
五
月
二
十
八
日
～
三
十
日

（
一
日
二
講
座
）

午
前
九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で

会
場
　
当
館
三
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
　
当
館
職
員
が
担
当
し
ま
す

定
員
　
四
十
八
名

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所

・
氏

名
を
明
記
の
上
、
個
人
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
返
信
用
の

は
が
き
を
受
講
者
カ
ー
ド
と
し

ま
す
の
で
、
必
ず
往
復
は
が
き

で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
会

場
の
都
合
に
よ
り
定
員
を
越
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
　
一０
０

一
〇

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

秋
田
県
公
文
書
館

古
文
書
解
読
講
座
係

申
込
期
限
　
五
月
十
日

経
費
そ
の
他
　
参
加
料
は
無
料
で
す
。

当
日
受
講
者
カ
ー
ド
を
受
付
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容

講
座
①
　
近
世
文
書
の
文
体

（候
文
）

の
特
色
を
知
る
。

講
座
②
　
近
世
文
書
に
頻
出
す
る
漢
文

的
な
用
例
と
用
語
を
知
る
。

講
座
③
　
特
色
あ
る
当
て
字
の
用
例
と

異
体
文
字
の
例
を
知
る
。

講
座
④
　
演
習
　
近
世
文
書
を
読
む

（国
典
類
抄

・
御
亀
鑑
）

講
座
⑤
　
演
習
　
近
世
文
書
を
読
む

（国
典
類
抄
）

講
座
⑥
　
講
義
　
古
文
書
の
保
存
と
活

用
に
つ
い
て
。

な
お
、
専
修
講
座
に
つ
い
て
は
後
日

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

平
成
八
年
度

古
文
書
解
読
講
座

（入
門
講
座
）
の
ご
案
内
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公

文

書

館

平

成

八

年

度

の

事

業

◎
総
括
的
事
項

・
『
事
業
年
報
』
第
二
号
の
発
行

（六
月
）

。
館
報

「
公
文
書
館
だ
よ
り
」
の
発

行

（
四
月
上
旬
、
十
月
上
旬
）

・
『
研
究
紀
要
』
第
三
号
の
発
行

（平
成
九
年
二
月
）

・
特
別
整
理
期
間
に
よ
る
休
館

（九

月
二
十
八
日
～
十
月
十
四
日
）

・
書
庫
燻
蒸

（九
月
二
十
七
日
～
十

月
二
日
）

。
第
八
回
都
道
府
県

・
政
令
指
定
都

市
公
文
書
館
長
会
議

（六
月
十

一

日
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）

・
平
成
八
年
度
全
史
料
協
全
国
大
会

（十
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
、

秋
田
市
文
化
会
館
）

。
県
内
市
町
村
史
料
保
存
関
係
機
関

実
務
担
当
者
会
議

・
研
修

（時
期

未
定
）

◎
公
文
書
課
関
係

・
公
文
書
の
引
き
継
ぎ

（六
月
）

。
公
文
書
目
録
、
行
政
資
料
目
録
の

整
備

・
公
文
書

・
行
政
資
料
公
開
冊
数
の

追
加

・
中
性
紙
保
存
箱

へ
の
収
納
促
進

・
古
文
書
の
所
在

・
保
存
状
況
調
査

と

マ
イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム
収

集

全
ハ
、

◎

平
成
八
年
度
異
動

■
転
入

。
次
長
　
　
　
　
　
　
政
岡
　
　
篤

（監
査
委
員
事
務
局
監
査
課
主
席

課
長
補
佐
よ
り
）

・
総
務
課
長
補
佐
　
　
　
菊
地
　
博
明

（高
速
道
路
対
策
事
務
所
主
査
よ

り
）

・
公
文
書
課
専
門
員
　
　
佐
藤
　
　
隆

（船
川
水
産
高
等
学
校
教
諭
よ
り
）

。
古
文
書
課
長
　
　
　
　
鈴
木
　
　
登

（西
日
高
等
学
校
教
諭
よ
り
）

。
古
文
書
課
主
事
　
　
　
桜
庭
　
文
雄

（労
政
課
主
事
よ
り
）

。
古
文
書
課
主
事
　
　
　
煙
山
　
英
俊

（秋
田
西
高
等
学
校
教
諭
よ
り
）

・
古
文
書
課
主
事
　
　
　
加
藤
　
昌
宏

（六
郷
高
等
学
校
教
諭
よ
り
）

■
昇
任

・
古
文
書
課
専
門
員
　
　
伊
藤
　
勝
美

（古
文
書
課
主
任
よ
り
）

■
転
出

・
総
務
課
主
査
　
　
　
　
目
縄
　
敏
雄

（中
央
流
域
下
水
道
事
務
所
総
務

課
長

へ
）

。
公
文
書
課
専
門
員
　
　
一局
橋
　
　
務

（湯
沢
高
等
学
校
教
諭

へ
）

。
古
文
書
課
長
　
　
　
　
加
藤
　
民
夫

（秋
田
県
立
博
物
館
副
館
長

へ
）

。
古
文
章日課
主
任
専
門
員
　
菊
池
　
保
男

（秋
田
南
高
等
学
校
教
諭

へ
）

。
古
文
書
課
主
事
　
　
　
須
藤
　
健
吉

（能
代
高
等
学
校
教
諭

へ
）

・
古
文
書
課
主
事
　
　
　
佐
々
木
清
友

（企
業
局
業
務
課
主
事

へ
）

■
退
職

。
次
長
　
　
　
　
　
　
寿
松
木
　
毅

公
文
書
館
だ
よ
り
　
第
四
号

平
成
八
年
四
月

一
日
発
行

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

（表
紙
題
字
　
寿
松
木
　
毅
）

〒
〇

一
〇

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

ａ

（〇

一
八
八
）
六
六
―
八
三
〇

一

印
刷
　
　
太
陽
印
刷
株
式
会
社

九
、　
一
月
）
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